
 

都市計画道路宮中佐田線（主要地方道 茨城鹿島線）の供用開始について 

（鹿嶋市宮中） 

 

 都市計画道路宮中佐田線は，鹿嶋市を南北に縦断し，国道５１号及び国道１２４号の広域

幹線を結ぶ主要な幹線道路であり，平成４年度より鹿嶋市宮中地内の神野
か の

橋から鹿嶋市佐田

地内の国道１２４号までの約１．９６ｋｍ区間において整備を進めております。 

 このうち，神野橋から宮中大橋間約７７０ｍ区間につきましては，完成４車線で供用して

おります。その南側から下塙橋を含む旧国道１２４号までの約６４０ｍ区間については，暫

定２車線による供用となっておりましたが，この度，この区間の４車線化が完成し，供用を

開始いたしました。 

 これにより，神栖市方面から JR 鹿島神宮駅へのアクセス性が向上し，中心市街地の渋滞

緩和にも大きく寄与するものと期待されます。 

残る約５５０ｍ区間については，完成すると鹿嶋市における緊急避難のネットワークがよ

り強固に形成されることから，引き続き事業を進めてまいります。 

〇供用区間概要 

  供用開始 令和２年９月１７日（木） 

  延  長 Ｌ＝約６４０ｍ 

  幅  員 Ｗ＝２２．０ｍ／１３．０ｍ 

 

 

都市計画道路宮中佐田線 

L=1,960m W＝22.0m/13.0m 

4車線 

供用済 

L=770m 

至 神栖市 

 

至 鹿島サッカースタジアム 

下塙橋 

宮中大橋 

神野橋 

今回供用 

(R2.9.17) 

L=640m 

国道 51号 
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